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平島 豊 (富山医薬大 ･医･脳外科)
吉田淑子 (富山医薬大 ･医･第2解剖)
これまで人を含め中枢神経組織に組織因
子が豊富に存在することが知られているがそ
の局在に関してはいまだに不明な点が多い｡
今回中村等の作成した抗組織因子抗体(HTF-
Kio8)を用い､neuronspecirlCenOlase､GFAPの
局在と比較する免疫組織化学的手法で脳の組
織因子の局在を検討した｡人､猿の脳脊髄の
検討の結果､組織因子は神経細胞､グリア細
胞のいずれにも存在することが分かった｡し
かし､猿の脊髄の神経細胞では組枯因子の抗
原性を認めず､中枢神経組織の組織因子の局
在は種差､解剖学的部位､発達段階により､
異なる可能性があり､研究を更に進めたいと
考えている｡
